
（別紙様式４－１） 
 

熊本県立玉名工業高等学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

教育綱領「明朗 誠実」「自律 協力」「勤勉 工夫」「健康 安全」のもと、生徒の豊か 
な感性や思いやりを育み、果敢に挑戦する態度を養い、企業や大学、地域との連携・協働 
により、地域の課題解決や発展に貢献し、地域社会に活力を与え、産業界の未来を担う人 
材を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 

(1) 社会に適用する人間力(生きる力、考える力等)を持った人材の育成 
(2) 確かな学力の向上と生徒の希望進路の実現 
(3) 部活動・生徒会活動の活性化、心身の健全育成 
(4) 学校の魅力化、地域とともにある学校づくり 

 

３ 自己評価総括表 

    評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校 
経営 

 

 

 

 

 

 

 

信頼さ

れる学

校づく

り 
 

安心安全

な学校 

・学校教育目

標の浸透 

 

 

・工業教育の

推進 

 

 

 

・健全な組織

運営と安全管

理体制の構築 

①ハラスメン

ト防止 

②違反･事故等

の防止 

・集会等をとおして教

育目標の周知に努める｡ 

 

 

・マイスター・ハイス

クール、魅力化コンソ

ーシアム等のプロジェ

クトをとおした工業教

育の推進を図る。 

・職員研修の実施によ

る職員の意識向上を図

り、未然防止に努める｡ 

 

 

 

 

 

Ａ 

・全体集会等で校長・

主事から随時発信し、

生徒への方針周知を徹

底した（評価97%）。 

・多数のプロジェク

トを展開し、地域連

携と社会貢献活動を

積極的に行った（評

価100%）。 

・継続的な校内研修

により、不祥事およ

び事故ゼロを達成・

継続した。 

 

※評価については､あてはまる＋

だいたいあてはまる の合計 

夢を実現

する学校 

・生徒が入学

して良かった

と思える学校

づくり（R6:85

%→R7の目標88

%） 

・ものづくりをとおし

た人づくりと生徒が充

実できる学校教育に取

り組む｡ 

 

 

Ａ 

・生徒の93％、保護

者の96％が「本校に

入学して良かった」

と回答。教育活動全

般への高い支持を得

た。 

 

 

 

働き方

改革の

視点に

立った

学校運

営 

職員の負

担軽減の

ための校

務改革 

・超過勤務時

間縮減のため

の校務の効率

化と組織的な

取組 

 

 

・業務の平準

化への体制づ

くり 

・教師にとっ

て働きやすい

学校づくり 

・各種休暇を取得しや

すい雰囲気の醸成  

・衛生委員会等を活用

した職員の業務状況確

認の実施 

 

 

・業務の効率化､時間外

勤務の削減など､働き方

改革に取り組む 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・時間外勤務を前年

度比80%改善した。 

・体調不安を抱える

職員に対し、管理職

や周囲による声掛け

を行い周囲からの支

援を行った。 

・業務負担の偏り解

消に向け、次年度に

向けた改善プロセス

を継続中である（R7

：70%）。 

 



（R6:71%、R7

の目標75%） 

 

 

入学定

員の確

保 

入学希望

者の増加 

・本校の魅力

発信の強化 

・体験入学のＰＲ活動 

・インスタグラム等を

利用した情報発信 

・中学校訪問による学

校説明会の実施 

・地域貢献活動をとお

した本校ＰＲ活動 

 

 

 

Ｂ 

・体験入学､地域貢献

活動､高校説明会､中

学校訪問等のPR活動

を行った。 

・インスタグラムに

よる魅力発信を行っ

た。 

 
 
 
 
 
 
 
学力 
向上 

 

 

教科指

導の改

善 

 

・観点別

評価によ

る指導技

術の向上 

・専門性

の向上 

・授業に関す

る興味関心の

向上 

・ＩＣＴを活用した授

業評価の実施 

 

 

・さらなる授業改善と

評価法の研修 

 

 

 

Ａ 

・課題等の提出も個

人端末を利用するな

ど、学習環境の充実

につながった。 

・アクティブラーニ

ング室の利用方法等

の研修が行われた。 

 

 

基礎学

力向上

と積極

的な学

習への

取組 

・自学への

取組向上 

・生徒の

理解度の

把握と学

習意欲の

喚起 

・学習習

慣の定着 

・ＩＣＴや一

人一台端末の

活用 

・ＤＸハイス

クールの推進 

・基礎学力の

定着 

・学習への取

組向上 

・学力テスト等による

基礎学力の把握と向上 

 

・ＤＸ化導入と大学と

の連携開始 

・授業時間数の確保 

・スタディサプリの活

用 

・定期考査へ向けた環

境づくり 

 

 

 

 

Ａ 

・スタディサプリの

導入で、個々の学習

特性を把握し自主的

学習のステップアッ

プにつなげることが

できた。 

 

 

・定期考査期間の部

活動休止や玉工タイ

ムなど、学習時間確

保を行った。 

 
 
 
 
 
 
キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

 
 
 
就職･進
学に対
応した
キャリ
ア教育
の充実
（人在
から人
材への
高校３
年間） 

・インタ
ーンシッ
プの充実 
 
 

 

・インターン
シップを終え
ての感想で、
「充実してい
た」と答える
生徒９０％以
上 

・受入れ企業先の精選 

・事前指導（マナー講

座）及び事後指導（振

り返りシート・お礼状

作成） 

 

 

 

Ｂ 

・受入れ先の企業に

工業系の企業や地元

の企業を数社追加及

び実施することがで

きた。また、chromeb

ookでお礼状の作成も

可とした。 

・玉工手
帳の積極
的活用と
活用能力
の向上 
 

 

・｢玉工手帳」
を活用し、予
定を立ててか
ら行動できる
ようになった
」と答える生
徒５０％以上 

・玉工手帳の活用法や

進路情報の提供 

 

 

 

Ｃ 

・本年度は、「玉工

手帳を活用し、予定

を立ててから行動で

きるようになった」

と答えた生徒は４８

％と目標に届かなか

った。 

・生徒一
人ひとり
の進路実
現 

・進学希望者
及び求職者の
最終合格・内
定率１００％
達成 

・個別進学指導の計画

及び実施 

 

 

 

 

 

・生徒及び教職員の企

業説明会や進学説明会
等への参加 
・全職員による面接指

 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

・履歴書のPCでの作
成が可能になったこ
とや大学入試の出願
方法の多様化など対
応に追われる年度だ
った。そのため、校
内の統一した対応の
マニュアルが必要と
なった。 
・生徒及び教職員向
けの説明会等を適宜
行うことが出来た。 
・全職員による面接



導の実施 

・進路講話及び進路説

明会の実施 

指導を実施できた。 

・進路講話及び進路

説明会を学年ごとに

実施できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生徒 
指導 

 

 

 

 

 

基本的

生活習

慣の確

立 
 
 

・制服の

正しい着

用と地域

に信頼さ

れる生徒

の育成 

・社会の

ルールを

順守する

意識の醸

成 

・服装や身だ

しなみの大切

さについての

理解(服装検査

の合格率を各

クラス９０％

以上とする） 
・地域に信頼
される行動の
定着 

・服装頭髪検査に向け

た事前指導の徹底 

・ＨＲ指導及び集会等

での指導 

 
 
 
 
 
 
Ａ 

・服装頭髪指導の合
格率の平均は、９２
％となり、昨年度よ
り上昇した。頭髪の
基準が変更となって
から２年目となり、
生徒への理解も深ま
っているように思わ
れる。 
・頭髪指導において､
複数回、指導を受け
る生徒が数名おり、
事後指導等を行った｡ 

校門付近

でのマナ

ー向上 

・校門付近に

おいて通行の

妨げになって

いる状況の改

善 

・下校指導の実施 

・担任指導や全校集会

での周知徹底 

・スマートフォンの使

用場所の検討 

 

 

 

Ｂ 

・週２回の下校指導

を行ったが、指導時

間外や下校指導がな

い日、全校生徒が一

斉に下校する日に通

行の妨げになってい

る状況もあった。 

 

 

交通安

全教育

の推進 
 
 

自転車運

転マナー

及び原付

バイク運

転マナー

の向上 
 

・通学路にお

ける交通指導 
 
・自転車乗車
中のヘルメッ
ト着用の徹底 
・交通事故の
前年比３０％
減 
・交通違反の
３０％減 

・現地での登校指導の

充実 
 
・交通委員による啓発
活動及び職員による指
導 
 
 
 
 
 
 

 
 
・原付通学生の定例会
の定着と効果 
・原付免許取得者全員
に対しての定例会の実
施 
・担任指導や全校集会
等による周知徹底 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

・現地での登下校指
導を実施することが
できた。 
・ヘルメット着用の
呼びかけを行うこと
ができたが、学校か
ら離れると着用して
いない生徒も数人見
かける。 
・自転車の事故は４
件で、昨年度より２
件減少した。事故の
内容は駐車場から出
てくる車との接触事
故が多く発生した。 
・原付バイクの交通
違反は６件で昨年よ
り８減少した。来年
度は更に定例会を充
実させ規範意識を高
めたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人権教
育の推 
進 

 

 

 

 

人権教

育の推

進 

・研修の

充実と推

進体制の

強化 
・指導方
法の工夫
と改善 
・学習環
境の整備
・充実と
指導者の
育成 
 

・学期に最低

１回程度の校

内職員研修を

実施 
・人権教育便
りの配付（学
期に１回） 
・校外の各種
研修会への参
加を推奨（２
回以上参加率
平均７０％） 
・学年に応じ､
学期１回程度
の効果的なＬ

・人権教育推進委員会

で、校内職員研修の内

容を検討 
・人権啓発、同和問題
への関心を持つよう、
最近の問題を提示 
・校外研修における全
職員への参加の呼び掛
けとレポート研修にお
けるレクチャーの実施 
・人権教育推進委員会
や学年会で内容を協議 

 
 
 
 
 
Ａ 

・校内研修や掲示の
取組を通して、教職
員および生徒の人権
意識を高めることが
できた。また、委員
会で協議した内容を
学年会で共有し、学
校全体で人権教育を
推進する体制を整え
ることができた。 



ＨＲの実施 

 

学力保

障及び

進路保

障の支

援 

確かな学

力を身に

付け、進

路を保障

する取組

の強化 

・全ての教科

において人権

同和教育の視

点で学習指導､

生徒指導を展

開(就職内定率

１００％） 

・進路指導部や各学年

と連携し、全職員が生

徒一人一人を大切にす

る学習指導、生徒指導

の体制を強化 

 

 

 

Ａ 

・担任との面談時間

を確保するため面談

週間を設定した。 

・進路保証はもとよ

り、進路変更を考え

る生徒に対しても、

細やかな配慮と情報

提供を行った。 

 

 

 

命を大

切にす

る心を

育む指

導 

自己肯定

感、自己

有用感を

高める指

導の強化 

・すべての教

科で人権同和

教育の視点か

ら命を大切に

する授業の展

開 

・ＨＲ活動や全教科で

の取組及びＬＨＲにお

ける授業の実施(２回) 

・人権教育推進委員会

の実施 

 

 

 

 

 

Ａ 

・ＨＲ活動や全教科､

ＬＨＲでの授業を通

して、生徒が人権に

ついて考える機会を

確保できた。また、

人権教育推進委員会

の実施により、教職

員間の共通理解が進

み、学校全体で人権

教育を推進する体制

を整えることができ

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

いじめ
の防止 
等 

 

 

 

いじめ

防止基

本方針

の推進 
 

いじめに

つながら

ない、学

校全体の

風土づく

り 
 

・全ての教育

活動での注意

喚起･情報提供

･共有等の徹底 
・生徒の変化
に気づき、変
化を見逃さな
い職員間の協
力体制の構築
といじめを許
さない体制及
び環境づくり 

・職員のいじめ防止研

修を実施し、感性の高

揚を促進 
・ＩＮＩ（いじめなく
そう委員会）による啓
発活動 
・いじめ防止対策委員
会の実施（年３回） 
 
 
 
 
 
・スクールサインの投
稿内容に対する組織的
で素早い対応 
 

 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

・いじめに関する職
員研修を実施した。
いじめ事案に対して
職員間で連携した対
応ができた。 
・アンケートによる
いじめの実態把握を
行い、その結果をも
とにいじめ防止対策
委員会で検討し、早
期に組織的な対応が
できた。相談支援部
及びＳＣやＳＳＷと
の連携ができた。 
・スクールサインへ
の書き込みは昨年と
比べ減少し、迅速に
対応した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域 
連携 

(ｺﾐｭﾆﾃ
ｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域連

携 

「地域と

ともにあ

る学校づ

くり」の

取組 

・保護者、地域

住民、行政等か

らの学校への参

画並びに支援体

制を促進させ、

信頼関係の深化 

 
 

・地域と連携

した教育活動 

・学校運営協議会の充

実と協力体制の構築 
 
 
 
・社会に開かれた教育
課程の実現に向けた保
護者や地域住民との情
報や課題の共有化 
・令和７年度から始ま
った魅力化コンソーシ
アムの推進 

 
 
 
 
 
 

Ａ 

・学校運営協議会委
員との円滑な連絡体
制を確立し、円滑な
学校運営に向けた会
議を２回実施した。 
・HP、Instagram、す
ぐーる等を活用し、
本校の教育活動を積
極的に発信した。 
・１月１９日､「玉名
市の活性化及び熊本
県立玉名工業高等学
校の魅力向上に関す
る連携協定」を結び､
地域社会と協力体制
を構築した。 
 
 

ボランテ

ィア活動

の推進 

・ボランティ
アへの参加を
とおして地域

・ボランティアをとお
して学校と地域を繋げ
る活動の継続的な実施 

 
 
Ｂ 

・市町村主催の複数の
ボランティアに参加し
た。 



住民との連携 
・地域イベン
トやボランテ
ィア活動の案
内と参加 

・生徒会、JRC部、有志
による地域清掃活動の実
施・地域交流活動の実
施 

・玉工杯モルック大会
を開催し地域の方々と
交流を深めた。 
・JRC部が玉名レオク
ラブ員として社会貢献
活動に取り組んだ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産業界
や地域
に貢献
する人
財の育 
成 
 

 

 

 

 

 

 

ものづ

くり教

育を通

じた人

づくり 

産業界や

地域との

連携 

・ものづくり

教育の充実と

職業人として

の意識向上 

・地域の自治体や工業

の関連企業との連携に

よる技術力供与や実技

指導等の実施(マイスタ

ー・ハイスクール等） 

 

 

 

 

 

Ａ 

・玉名市と連携し､公

民館講座や商業施設で

のものづくり教室を行

った。また、高校まつ

りに参加し､魅力発信

に努めた。マイスター

･ハイスクール２年目

として充実した各科で

の取組みを行い、実習

などの組み入れで生徒

の知識・技術力の向上

に繋がった。 

専門分野

への知識

や技能の

深化 
 

・ジュニアマ

イスター顕彰

制度において

連続して学校

表彰を受ける 

・ジュニアマ

イスターゴー

ルド・シルバ

ー認定１０％

増 

・ゴールド、シルバー

だけでなく、ブロンズ

の認定の推奨 

・３年間の取得計画表

の掲示 

・各種資格の周知 

・課外や模試の実施 

 

 

 

 

Ａ 

・ジュニアマイスタ

ーの前期申請では９

５名、後期申請では

６２名を予定してい

る（特別表彰者８名

を含む）。全体で約

８％増である。技能

士受験については昨

年度より若干名多い

合格者を輩出してい

る。 

 魅力発信 ・学校の日々

の様子を定期

的に更新 

・中学生が入

学したいと思

う学習内容や

ものづくりの

発信 

・地域イベン

トへの参加を

通して小・中

学生をターゲ

ットに本校の

魅力を発信す

る。 

・ホームページやイン

スタグラムによる情報

発信 

 

 

 

 

 

・地域イベント等に参

加し、ものづくり教室

や体験活動を行うこと

で、小・中学生に本校

の魅力ある学習内容を

発信する。また、メデ

ィア等を活用したＰＲ

活動を行う 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

・ホームページやイ

ンスタグラムで情報

発信を行い、多くの

閲覧を得ている。 

 

 

 

 

・ものづくりを中心

として地域イベント

等に多数参加、多く

の来場者で盛り上が

った。 

メディアへの取り上

げもあり、情報発信

も行った。 

 

 

 

 

 

 

部活動

の振興 

魅力ある

部活動づ

くりとそ

の活性化 

・部活動の加

入率の向上 

 

・各種大会に

おいて上位入

賞及び上位レ

ベルの大会へ

の出場 

・部活動指針に基づい

た長期、中期、短期の

目標を設定及び明確化

・生徒の自主性を伸ば

す計画的活動の実施 

 

 

 

Ａ 

・体育系、文科系共

に高い加入率となっ

ている。 

・各部活動が部活動

指針に基づき計画的

に活動した結果、大

会等での上位入賞が

増加。活動意欲等や

部の活性化等につな



がった。 

部活動に

おける安

全管理 

・毎日の健康

観察の実施及

び徹底 

・活動場所の

安全管理と整

理整頓 

・活動中のけ

がの予防及び

防止の徹底 

・部活動顧問会を定期

開催することによる情

報共有及び安全管理 
・毎月の活動内容の明確
化及び休養日の定期的な
設置・救急処置講習会
の実施等、生徒の安全
意識向上の推進 

 

 

 

 

Ｂ 

・定期的に顧問会の

開催を行い、安全面

や安全管理（計画

等）等に対する呼び

かけはできたが、生

徒についての情報共

有等には至らなかっ

た。 

・救命講習会を開催

することができなか

った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保健 
管理 

 

安心安

全な学

校づく

り 

安心安全

な学校づ

くりのた

めの環境

整備 

・安全点検実施

１００％ 

・毎月１回の安全点検 

・安全点検結果を事務

室と共有する。 

・事務室との連携によ

る早期整備・修繕等の

実現 

 

 

Ａ 

・毎月１回の安全点

検を実施した。結果

を事務室と共有し、

整備や修繕等を可能

な限り実施すること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心身の

健康を

育む 

健康に対

する意識

や自己管

理能力の

育成 

・感染症対策の

実施と健康観察

の徹底 
 
・保健だより
による健康情
報の提供 
 
 
・部活動生へ
の救急処置講
習会の実施 

・基本的な感染症拡大

防止対策の継続 

・健康に関する生徒情

報の共有 
・保健だよりの学期ご
との発行 
 
 
 
・体育会系部活動生対象
の救急処置法講習会の実
施 

 
 
 
 
 
 
Ａ 

・職員間で健康に関

する生徒情報の共有

ができた。 
 
・保健だよりによる
健康情報の共有がで
きた。また学期ごと
の発行をすることが
できた 

・体育会系部活動生対

象の救急処置法講習会

の実施することができ

た。 

特別支援教

育を含めた

相談活動の

充実 

・課題を持つ

生徒、支援の必

要な生徒の早期

発見・早期対応 
・特別支援教
育に関する職
員の共通理解
と実践 

・学期に１回の職員研

修を実施する。 
・生徒状況把握のため
の各種調査の実施 
・個別の教育支援計画に基
づく情報共有と支援の実施
・ＳＣ・ＳＳＷや関係
機関との連携 

 
 
 
 
 
 
Ａ 

・「職員の気づきア
ンケート」を実施し､
職員研修で生徒の学
校生活での状況につ
いて、職員全体での
共有を図ることがで
きた。 
・支援を必要とする
生徒のため、児相や
ＳＳＷ等の外部機関 
と連携をとって、担
任と生徒保護者のた
めにサポート体制の
構築を進めた。 

・自尊感

情を高め

るための

取組及び

他人への

思いやり

を持つ生

徒の育成 
・命ある
すべての
ものを大
切にする
心の育成 

・いのちを大

切にする教育

の実施 
・ストレス対
処教育の実施 
 
 

・各学年対象の講演会

の実施 

 

・自らＳＯＳを出す方

法と傾聴方法の授業を

実施・相談室だよりを

活用したストレス対処

教育の実施 

 
 
 
 
 
 
Ａ 

・講演会を学年ごと
に実施し、命の大切
さについて考えるこ
とができた。 
・1年生のＬＨＲを活
用し、ＳＯＳの出し
方についての授業を
実施し、ストレスに
対処する力の構築に
努めた。 
・ＳＯＳを発信しや
すい関係性の構築、
ストレスマネジメン
ト、傾聴スキルなど



に関する授業を実施
した。 
・ＳＣ面談等につい
ても希望者を募り、
面談結果等の情報共
有に努めた。 

 

４ 学校関係者評価 
・令和７年度も玉名工業高校の実績として、部活動、資格取得、各種工業系の大会での入賞等目覚まし

いものが有り、魅力ある学校づくりとなっている。 

・生徒の自己実現のためのキャリア教育、交通マナー教育、命を大切にする教育等、学校の先生方をは

じめ生徒、保護者一体となって取り組まれ、大きな成果につながっていると考えられる。 

・家庭学習の習慣化の取り組みは保護者の協力なしには実現できない目標でもあり、目に見えた成果に

つながらないのであろう。玉名工業高校の生徒の学校生活を振り返ってみると、週に一回の実習レポ

ートの作成も大変な学習量であろう。さらに、多くの生徒が資格取得を目指して、課外や家庭での学

習に取り組んでいるのである。また、技術力を身に付けるための練習はさらに多くの時間を要し、加

えて部活動にも参加している生徒も多く、自由な時間があるのだろうかと心配すらしてしまう。これ

らのことも理解し考慮した上で、家庭学習の習慣化についての取り組みを考えなければならないと思

う。 

・玉工手帳の活用のための指導については、その重要性の理解について、まだまだ教職員間で開きがあ

るようにも思われる。自分の在り方の振り返りは、自分の短所や課題を知るだけでなく、自身の良さ

や強みを知ることにもつながる重要な教育内容であろう。是非、今後も玉工手帳の活用の指導を教職

員や保護者の理解を深める取り組みも合わせながら、さらに進めていってもらいたい。 

・今年度は入学希望者が減少したようであるが、授業料無償化の流れもあり、私学への流出が加速する

中、中学生やその保護者が何を求めているのか、本音の部分の調査が必要であろう。生徒の自己実現

を目指した玉名工業高校の教育実践は、ハード面もソフト面も私学のそれをしのいでいると思われ

る。今後も自信を持って進めていただきたいと思う。  

・学校の取組や様子、子供達のこととよくわかった。また、応援してくださる方々の存在の大きさも感

じた。相談窓口や体制についても総合資料にたくさん載せてあった。必要な方に情報が届くようにＰ

ＴＡにもご相談あった時には情報提供できるようにと思った。 

・生徒・保護者・職員、三位一体となって短い３年間をつなげていかれたらなお一層充実し向上してい

くものと考える。 

・地域に住む者として親身になって応援していきたい。 

・「本校に入学して良かった」と回答している生徒が９３％というのはすばらしいことだと思った。先生

が生徒たちに寄り添い、教育活動が行われている証だと感じた。 

・今後も中高で連携していければと思っている。 

 

５ 総合評価 

（１）全体において 
   学校評価（アンケート調査の総合評価）の結果について、昨年度と比較すると次のとおり

である。 
※数値は「あてはまる＋だいたいあてはまる」の割合（％） 
・生 徒：R6：88.0％ → R7：90.3％（2.3％向上） 
・保護者：R6：87.3％ → R7：88.4％（1.1％向上） 
・職 員：R6：87.6％ → R7：89.1％（1.5％向上） 
関係者によるアンケートでは、いずれも昨年度より向上している。 
特に生徒による「本校に入学して良かった」については、 
R6：85.0％ → R7：93.0％（8.0％向上）となっており、本校での学校生活に対する満足度

の高さがうかがえる結果となった。 
（２）本年度の重点目標 

ア 社会に適用する人間力(生きる力、考える力等)を持った人材の育成 
  マイスター・ハイスクール、ＫＳＨ、One Team、玉名市高校魅力化コンソーシアム等、地
域と連携した多くの事業を通して､地域との連携がさらに深まり、生徒の知識・技能の向上、
さらに主体性の育成につながった。 

イ 確かな学力の向上と生徒の希望進路の実現 
   資格取得については、ジュニアマイスター顕彰制度において例年全国上位入賞校に入って

おり、生徒の資格取得意欲が高いことがうかがえる。 
  転学・退学した生徒数は、過去７年間の統計と比較しても少ない状況であった。 
  また、３年生については進路決定率１００％を達成し、今年度は例年と比較して進学者の

割合が多いことが特徴であった。 



ウ 部活動・生徒会活動の活性化、心身の健全育成 
   部活動においては、レスリング部及びソフトテニス部がインターハイに出場するなど、各

部活動において活発な取組が見られ、生徒の心身の健全な育成につながった。 
エ 学校の魅力化、地域とともにある学校づくり 
   小学校へのものづくり教室の実施や地域イベントへの参加など、地域と連携した取組を

推進し、地域に開かれた学校づくりに努めた。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

・本校では、生徒に原付バイクの取得を認めており、バイク通学生は１４９名(２３．７％)と多

くの生徒がバイクで通学している。そのため､交通違反等に関する特別指導も見られることから

､今後も交通安全意識の向上と安全な乗車について継続的な指導を行っていく必要がある。 

・後期選抜入試においては､例年定員を満たしていない状況が続いている。少子化が進む中､本校

の特色や魅力を発信しながら、志願者数の確保に向けた取組を進めていくことが課題である。 

・いじめの認知件数は０件であり、いじめ等を理由とした不登校は見られなかった。一方で、交

友関係に悩みを抱える生徒も見られることから、スクールカウンセラー（ＳＣ）等の関係機関

と連携しながら、今後も継続的な支援を行っていく必要がある。 

・図書の貸出数は１人当たり２.０冊と少ない状況である。読書週間の設定など、読書活動の充実

を図る取組を推進していく必要がある。   
 
 
 
 
 


